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研究成果の概要 

マウス老化プロテオームアトラスデータベースの論文化と公開に際し査読者に求められていた

様々な改善（リバイス）を実施し、論文とデータベース（https://aging-proteomics.info）を発表した 1。

当該論文は主に多数の組織に共通する加齢変化の特徴に着目したものであるが、リバイスを通じ

て数ある組織特異的な加齢変化の特徴の中から老化骨格筋における小胞体シャペロン群の発現

上昇に着目して更なる解析を行なった。老化した骨格筋では、小胞体ストレスにより誘導される

UPR（unfolded protein response）のマーカーでもある HSPA5の発現が増加しており、かつ、HSPA5

を転写標的に含む UPR マスターレギュレーター転写因子の一つである Xbp1s の発現が増加して

いた。中齢マウスの骨格筋に Xbp1s を過剰発現させると加齢に伴う運動機能の低下が増悪した事

から、加齢に伴う運動機能の低下に Xbp1sが寄与する事が示唆された。 
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